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 評価事例 

 主な試験仕様  

金属、セラミックス、樹脂などの圧縮特性や粒子の形態を調査します。 

微粒子の圧縮試験 

Cat.No 3E8J-012-00-180903 

● 事例１：研磨剤の圧縮試験 

圧縮試験概要 

 技術の特徴  

● 数μmレベルの微粒子を圧縮し、強度と変形の関係を評価できます。  

 評価対象材の例  

● 焼結用粉末、研磨材、マイクロマシン部品などの構造・加工用材料 

● 圧縮試験前後の微粒子を極低加速SEM等で観察し、変形や破壊の状態を評価できます。 

● 樹脂粒子、顔料、医薬品マイクロカプセルなどの機能性材料 

● 【圧縮試験】 試験力：9.8～4903mN、変形範囲：0～100μm 

● 【SEM観察】 極低加速電圧SEMにより絶縁性物質も無蒸着観察が可能 
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研磨剤の極低加速電圧SEMでの観察例    

● 事例２：樹脂（PTFE）の圧縮試験 
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破壊開始 
荷重P(mN) 

平均粒径 
d(μm) 

破壊強度 
C(MPa)（※） 

17.85 10.65 124.35 
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10%圧縮荷
重P(mN) 

平均粒径 
d(μm) 

１０%圧縮強
度C(MPa) 

0.21 10.58 1.48 

10%変位 

※ 破壊強度 C=2.48×P/(πd2)・・・JIS R639-5     
  「ファインセラミックス－顆粒特性の測定方法」より引用 

《試験前》 

5μm 5μm

観察条件：1.0V, 3000倍 

《試験後》 

観察条件：1.0V, 3000倍 
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